東亜同文書院生の大調査旅行と 『支那省別全誌』および『新修支那省別全誌』との間──書院生が見た近代東アジア── by 藤田 佳久










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































職　　名 氏　　　名 就 職 年 月 日 担　当　科　目
 院　長  根津 一  明治35. 5. 5  倫理
 教　頭  法 学 士・上野 貞正 41. 4.15 
 教　授  法 学 士・福岡 禄太郎 36.10.    法律、政治
 同  法 学 士・田部 環 40.12. 7  経済、財政
 同  文 学 士・大村 欣一 40. 7.28  制度、外交史、通商史
 同  商業学士・森川 一甫 38. 9. 9  商業学、簿記、商業実践
 同  商業学士・中川 精吉 39.12. 1  商業学、簿記
 同  布施 知足 40. 1.21  英語
 同  青木 喬 41.12. 6  中国語
 同  橋詰 照江 41. 4.13  漢文、尺牘、時文
 助 教 授  三木 甚市 41. 3.23  中国語
 同  松永 千秋 40. 7.28  中国語、制度
 同  富岡 幸三郎 40. 7.28  中国語、商品学、商業地理
 助教授兼寮監  小田 勝太郎 40. 3.28  習字
 幹事兼寮監  和田 連次郎 41. 4.27 
 講　師  神津 助太郎 41. 1. 8  商業慣習
 同  沈 文藻（字、少坪） 39. 9. 2  尺牘
 同  端 璵　（字、靄如）  中国語
 同  全 寿　（字、介生）  中国語
 同  述 功　（字、建勛）  中国語
 同  ミス・フィン 40.10.22  英語
 同  ミセス・ハーブ 41. 1.14  英語
 会 計 係  安河内 弘 35.10.   
 事 務 員  佐藤 喜平次 41. 5. 1 
 同  田中 末次郎 41. 5. 1 
 校　医  品川 賢斎 40. 5.23 
 武術部総監  小田 勝太郎







































































































































期　別 コース数 期　別 コース数
5 期 13 コース 24 期 15 コース
6 期 12 コース 25 期 15 コース
7 期 14 コース 26 期 19 コース
8 期 11 コース 27 期 17 コース
9 期 12 コース 28 期 19 コース
10 期 10 コース 29 期 25 コース
11 期 8 コース 30 期 31 コース
12 期 11 コース 31 期 26 コース
13 期 11 コース 32 期 22 コース
14 期 13 コース 33 期 25 コース
15 期 14 コース 34 期 29 コース
16 期 14 コース 35 期 30 コース
17 期 14 コース 36 期 21 コース
18 期 23 コース 37 期 28 コース
19 期 20 コース 38 期 31 コース
20 期 21 コース 39・40 期 38 コース
21 期 17 コース 41 期 (11)コース
22 期 18 コース 42 期 (3)コース















































































































































































































































図 5 「四川省」での第 5期（1907）から第 14期（1914）生による大調査旅行コースの図 
17
同文書院記念報　Vol. 26（2018.03.31）
「四 (1 ) (1 )
J. 3 『江蘇省』のペースになった洟在報告甚
l 第 5 期生淮徊河既 1舟暉 (190&年明治40 年）
2 第（；期 'I: 」誨班叩暉 暉7年 I!/]治 41 船
3 第 7 WI 生叩[班 (1901! 年叫泊12 年）
4 い）UI'~, 海閲班 (] 909 年 DJ]治~~ 年）
i; m 9 期 'I'(江蘇1JJ輝、江和武隅 (1910年明治↓4 年 ）
匹l§li"J班鎖江l'.it波祇
(j 第 10 111: (通州却岡班加籾暉 0~1 1 年 1!1:1治 45年）
江蘇安悦班
7 第 11 11t1: r lli1伯；激班 U り 12 年 k .11'. 2 年）
第 12 期生 I: 梅駐(£班安穀河I炉刃Eu 913 年 人・正 3 年）
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図 6 「江蘇省」での第 5期（1907）から第 14期（1914）生による大調査旅行コースの図 
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表 4 『支狐省別全叫のうち rrr蘇省』の編別れの数とヘージ数
『支那省別全誌』位の餃ヘージ数
I 竹の総説 5 24 
2 IJI iii 均 4 95 
3 f~ 品 5 2!) ~1~ 叫比1枷 9
4 部会 42~3
5 交通巡綸・郵屯 5 180 
6'I=. 要物廂 ・浙業m習 4 1g7 
7 1こ 業 Ci 26a 
8 輸 人 ,',/, :J 171• 11• • l'ltll,{i瓜扉， i,1111俎應""
9 廂業機関 U: 悔） 7 74 
10 令磁 R 幣・度 h、 00 IS II う llf(jJ'I,』 J::IJ[挫!_l






























































































図 8 上海・江蘇省を中心とした20世紀初期の船舶による物流の図（左は図 8-1、右は図 8-2） 
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第1編 総説  54ページ
第2編 交通  64ページ
第3編 都市 342ページ（以上第1巻）
第4編 産業  502ページ
第5編 経済  103ページ
第6編 歴史及び名勝  223ページ
索引  42ページ（以上第2巻）































地理的特相、気候、動植物   80ページ
第2編 人文
沿革、行政制度、民族と文化、経済建設行

















鉄道、郵政電政及び航空     238ページ
第9編 歴史及び名勝・古墳      81ページ





















































































































































◄ 四 !I I ti • 
『上 那省 別 全叫 r析Ii這僻1全叫














































































7 交品・ 翰移人，\，＇， 151li
n 幣・金融槻 1関 (IRJ)
り廂梨機1111・甜丸佑習 (Sり！

























































































































































































































































                                                   
28
同文書院記念報　Vol. 26（2018.03.31）
